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地
方
を
取
り
巻
く 

　
　

　
　
　

環
境
と
時
代
潮
流

　

わ
が
国
の
経
済
は
、
民
間
企
業

の
自
助
努
力
に
よ
る
雇
用
や
設
備
、

債
務
の
整
理
な
ど
を
背
景
と
す
る

収
益
等
の
伸
び
に
よ
り
、
戦
後
最

長
の
景
気
拡
大
期
に
あ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
地
方
に
お
い
て
は
、

個
人
所
得
の
伸
び
悩
み
や
、
雇
用

創
出
の
問
題
な
ど
、
依
然
と
し
て

好
景
気
を
実
感
で
き
な
い
状
況
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
経
済
全
体
と
し

て
は
不
透
明
な
状
況
に
あ
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

や
規
制
緩
和
の
著
し
い
進
展
は
、

低
価
格
の
輸
入
農
産
物
の
流
通
や
、

路
線
バ
ス
の
撤
退
問
題
な
ど
の
非

常
に
大
き
な
課
題
を
、
身
近
な
地

域
社
会
に
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
国
は
、
地
方
財
政
の
自

主
性
・
自
立
性
を
強
化
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る「
三
位
一
体
改
革
」

に
お
い
て
、
十
分
な
税
財
源
の
移

譲
を
行
わ
な
い
ま
ま
、
地
方
交
付

税
や
臨
時
財
政
対
策
債
を
大
幅
に

削
減
し
て
き
て
お
り
、
そ
の
一
方

で
、
人
口
減
少
時
代
、
超
高
齢
社

会
の
到
来
等
に
よ
り
、
ま
す
ま
す

財
政
需
要
が
増
加
す
る
見
込
み
で

あ
る
な
ど
、
今
後
の
地
方
財
政
運

営
は
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
置

か
れ
て
い
ま
す
。

づ
け
、
均
衡
あ
る
県
土
を
形
成
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
県
の
考
え
方
、

そ
し
て
、
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

の
整
備
等
を
は
じ
め
と
す
る
広
域

行
政
の
中
心
的
存
在
で
あ
る
こ
と

な
ど
を
踏
ま
え
、
大
隅
地
域
の
拠

点
都
市
と
し
て
の
役
割
を
認
識
し
、

地
域
全
体
の
発
展
を
見
据
え
た
戦

略
の
下
で
自
立
都
市
の
形
成
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

鹿
屋
市
総
合
計
画
の
策
定

　

こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
き
、

平
成
19
年
度
に
お
い
て
は
、
全
国

よ
り
も
速
い
ペ
ー
ス
で
進
む
高
齢

化
や
、
低
迷
す
る
地
域
経
済
の
活

性
化
の
必
要
性
な
ど
の
、
地
域
課

題
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く
、
総

合
的
、
計
画
的
な
市
政
運
営
の
指

針
と
し
て
、「
鹿
屋
市
総
合
計
画
」

を
策
定
し
ま
す
。

　

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま

で
述
べ
た
よ
う
に
、
少
子
高
齢
化

の
進
展
な
ど
の
社
会
状
況
や
、
厳

　

こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、
子

育
て
支
援
や
、
環
境
保
全
の
問
題

な
ど
の
、
多
様
化
、
複
雑
化
す
る

地
域
課
題
に
対
応
し
て
い
く
た
め

に
は
、
行
財
政
改
革
に
よ
り
ス
リ

ム
化
を
図
る
行
政
と
、
市
民
や
企

業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
様
々
な
団
体

が
、
協
働
・
連
携
し
て
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
や
地
域
づ
く
り
を
行

う
と
い
う
、
本
格
的
な
地
方
分
権

時
代
に
お
け
る
自
治
体
運
営
に
転

換
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。市

政
運
営
の
考
え
方

　

こ
の
よ
う
な
中
、
市
政
運
営
に

当
た
っ
て
は
、
将
来
の
地
域
の
活

性
化
を
見
据
え
て
、
ま
ず
は
時
代

の
流
れ
を
踏
ま
え
た
中
・
長
期
の

改
革
の
取
り
組
み
を
優
先
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
隅
半
島
の
永
年
の
悲

願
で
あ
っ
た
、
地
域
唯
一
の
高
速

交
通
体
系
を
な
す
東
九
州
自
動
車

道
の
鹿
屋
串
良
〜
大
隅
間
が
、
こ

の
３
月
に
着
工
さ
れ
、
九
州
新
幹

線
全
面
開
通
と
の
相
乗
効
果
が
期

待
さ
れ
る
な
ど
、
大
隅
の
歴
史
的

な
幕
開
け
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
国
や
鹿
児
島
県
の
出

先
機
関
の
統
廃
合
に
よ
る
鹿
屋
市

へ
の
行
政
機
能
の
集
約
や
県
内
３

つ
の
人
口
10
万
人
以
上
の
都
市
を

「
地
域
中
核
都
市
」
と
し
て
位
置

し
い
財
政
環
境
等
を
十
分
に
踏
ま

え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
時

代
潮
流
の
検
証
と
、
綿
密
な
地
域

の
現
状
や
課
題
の
把
握
、
分
析
の

も
と
に
、
国
内
有
数
の
食
料
供
給

基
地
を
形
成
し
て
い
る
農
林
水
産

業
や
「
か
の
や
ば
ら
園
」
等
の
観

光
資
源
、
さ
ら
に
は
、
鹿
屋
体
育

大
学
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
、

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
連
す
る
施

設
等
が
集
積
す
る
、
他
に
類
を
見

な
い
特
性
な
ど
、
地
域
に
あ
る
も

の
、
地
域
に
し
か
な
い
も
の
を
生

か
し
て
、
地
場
産
業
の
振
興
と
併

せ
た
新
規
産
業
の
創
出
や
企
業
立

地
の
促
進
、
様
々
な
交
流
の
展
開

に
よ
る
、
交
流
人
口
の
増
加
促
進

な
ど
、
市
民
の
福
祉
の
増
進
は
も

と
よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

重
点
を
置
い
た
計
画
と
す
る
こ
と

を
念
頭
に
、
策
定
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
作
業
を
進
め
る
に
当

た
っ
て
は
、
計
画
の
実
効
性
を
担

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

行
財
政
改
革
を
さ
ら
に
加
速
し
、

時
代
に
合
致
し
た
、
持
続
可
能
な

行
財
政
基
盤
の
強
化
・
確
立
を
推

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
桜
ヶ

丘
市
営
住
宅
建
替
事
業
や
、
上
水

道
及
び
下
水
道
整
備
事
業
、打
馬
・

王
子
・
下
祓
川
土
地
区
画
整
理
事

業
な
ど
、
こ
れ
ま
で
、
旧
１
市
３

町
に
お
い
て
構
想
、
あ
る
い
は
計

画
さ
れ
て
い
る
大
型
事
業
の
徹
底

し
た
検
証
・
見
直
し
に
着
手
し
ま

す
。

　

検
証
・
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、

事
業
の
必
要
性
や
緊
急
性
、
費
用

対
効
果
、
そ
し
て
財
政
へ
の
影
響

等
を
勘
案
す
る
と
と
も
に
、
市
民

の
理
解
と
説
明
責
任
を
果
た
し
、

市
民
と
協
働
し
た
改
革
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
た
め
、
中
・
長

期
的
な
視
点
に
立
っ
て
、
市
民
を

交
え
た
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、

施
策
別
に
的
を
絞
り
な
が
ら
、
横

断
的
な
議
論
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
の 

　
　

　
　
　

施
策
・
事
業
の
展
開

　

こ
の
よ
う
に
、
次
代
を
見
据
え

た
「
総
合
計
画
」
の
策
定
と
、
大

型
事
業
の
見
直
し
等
を
進
め
る
中

に
お
い
て
、
鹿
屋
市
の
一
体
性
の

確
保
と
均
衡
あ
る
発
展
・
活
性
化

を
図
る
た
め
の
、
19
年
度
の
主
な

保
す
る
た
め
、
昨
年
12
月
に
策
定

し
た
「
財
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
進
捗
等
を
踏
ま
え
た
財
政
計
画

と
の
整
合
を
図
っ
て
い
く
と
と
も

に
、
市
民
意
識
調
査
（
ア
ン
ケ
ー

ト
）
や
、公
募
の
市
民
に
よ
る
「
ま

ち
づ
く
り
市
民
会
議
」、
３
つ
の

地
域
自
治
区
に
設
置
し
て
い
る
地

域
協
議
会
の
活
発
な
議
論
を
は
じ

め
、
様
々
な
形
で
、
市
民
が
計
画

策
定
に
参
画
で
き
る
機
会
を
設
定

し
て
お
り
、
計
画
策
定
段
階
か
ら

の
、
市
民
参
画
と
、
協
働
に
よ
る

地
域
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
よ
り
一
層
の
協
働

社
会
の
構
築
に
向
け
て
、
市
政
の

重
要
事
項
に
つ
い
て
、
素
案
の
段

階
で
広
く
市
民
に
意
見
を
求
め
、

政
策
決
定
過
程
の
公
正
の
確
保
と

透
明
性
の
向
上
を
図
り
、
市
民
参

画
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
、
本

年
４
月
に
「
意
見
公
募
手
続
（
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）」
を
施
行

し
、
こ
の
「
総
合
計
画
」
に
も
適

用
し
ま
す
。

大
型
事
業
の
検
証
・
見
直
し

　

ま
た
、
国
の
補
助
金
等
が
急
激

に
削
減
さ
れ
て
い
る
中
で
、
高
齢

化
の
急
速
な
進
展
等
に
伴
い
増
加

し
て
い
る
社
会
保
障
に
関
す
る
経

費
や
、
市
民
の
安
全
・
安
心
な
生

活
を
守
る
財
源
を
確
保
し
て
い
か

市民と地域がつくる
新たな拠点都市の
創造に向けて

　２月21日に開催された鹿屋市議会３月定
例会本会議で、山下市長が市政運営の基本
方針となる施政方針を述べました。
　そこで、その内容を紹介します。
※一部要約してあります。なお、鹿屋市ホー
　ムページには、全文が掲載してあります。

平
成
19
年
度施政方針

「かのやばら園」は、鹿屋市の大きな
観光資源

鹿屋市には、鹿屋体育大学をはじめと
する多くの健康・スポーツ施設が集積
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取
り
組
み
と
し
て
は
、
次
の
６
つ

の
政
策
を
柱
に
、
施
策
・
事
業
を

展
開
し
ま
す
。

　

１
つ
目
の
柱
は
、地
域
の
特
性
・

資
源
を
生
か
し
た
活
力
あ
る
産
業

が
展
開
す
る
ま
ち
づ
く
り
で
す
。

　

第
一
次
産
業
の
振
興
策
と
し
て
、

飼
料
基
盤
や
農
業
用
施
設
の
整
備

等
に
よ
り
、
畜
産
農
家
の
核
と
な

る
経
営
体
を
創
出
す
る
畜
産
担
い

手
育
成
総
合
整
備
事
業
や
、
野
菜

生
産
振
興
対
策
事
業
、
酪
農
経
営

安
定
対
策
事
業
等
を
、
市
全
域
で

実
施
し
、
基
幹
産
業
の
基
盤
を
強

化
し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
４
月
に
開
設
す
る
、

「
鹿
屋
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」

に
お
い
て
は
、
地
域
の
農
林
水
産

物
な
ど
を
生
か
し
た
内
発
型
産
業

の
振
興
と
、
企
業
誘
致
を
柱
と
し

た
産
業
振
興
の
拠
点
と
し
て
、
起

業
や
事
業
拡
大
等
に
関
す
る
相
談

窓
口
や
、
新
規
の
起
業
者
等
を
支

援
す
る
「
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
室
」

　

ま
た
、
４
月
オ
ー
プ
ン
の
北
田

大
手
町
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業

に
よ
る
再
開
発
ビ
ル
「
リ
ナ
シ

テ
ィ
か
の
や
」
に
開
設
す
る
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
情

報
・
福
祉
・
健
康
ス
ポ
ー
ツ
・
芸

術
文
化
学
習
の
拠
点
と
し
て
、
市

民
が
学
び
、
楽
し
む
、
生
き
が
い

に
満
ち
た
生
活
や
、
様
々
な
交
流

を
創
出
し
て
い
く
な
ど
、
大
隅
地

域
の
拠
点
都
市
の
顔
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
ま
す
。

　

３
つ
目
の
柱
は
、
健
や
か
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
で

す
。

　

防
災
に
関
す
る
取
り
組
み
と
し

て
は
、
合
併
に
よ
り
行
政
区
域
が

拡
大
し
た
こ
と
や
、
こ
れ
ま
で
旧

市
町
ご
と
に
、
異
な
っ
た
防
災
情

報
の
提
供
方
法
で
あ
っ
た
こ
と
な

ど
に
対
応
す
る
た
め
、
市
民
生
活

に
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放

送
を
活
用
し
、
緊
急
の
防
災
情
報

を
市
民
に
提
供
す
る
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
Ｆ
Ｍ
災
害
時
緊
急
放
送
設
備

整
備
事
業
を
実
施
し
、
市
民
の
安

全
・
安
心
な
生
活
を
守
り
ま
す
。

　

ま
た
、
福
祉
関
連
の
取
り
組
み

と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
あ
ん
し

ん
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
事
業

や
母
子
家
庭
等
自
立
支
援
事
業
な

ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
少
子

化
対
策
と
し
て
、
本
年
度
か
ら
不

妊
治
療
の
医
療
費
の
一
部
を
助
成

な
ど
を
設
置
し
、
様
々
な
支
援
を

行
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
内
に
は
、
中
小
企
業

に
勤
務
す
る
人
々
の
福
祉
の
充
実

を
図
る
た
め
の
「
財
団
法
人
鹿
屋

市
中
小
企
業
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、
安
定
し
た
雇
用
機
会
を
確

保
す
る「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
の
や
」

が
併
設
さ
れ
る
な
ど
、
大
隅
地
域

の
産
業
振
興
と
雇
用
促
進
の
拠
点

と
し
て
、
ま
た
、
地
域
経
済
活
性

化
の
核
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し

ま
す
。

　

２
つ
目
の
柱
は
、
拠
点
都
市
機

能
の
充
実
と
快
適
な
生
活
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
で
す
。

　

ま
ず
、
鹿
屋
市
の
一
体
性
を
確

保
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
串
良

地
区
の
市
道
星
ヶ
丘
矢
柄
線
や
、

吾
平
地
区
の
坂
元
堀
木
田
線
、
輝

北
地
区
の
日
新
・
曽
木
原
線
等
の

主
要
幹
線
道
路
の
整
備
を
行
い
ま

す
。

す
る
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
を
実

施
し
ま
す
。

　

４
つ
め
の
柱
は
、
人
を
育
て
心

を
育
む
ま
ち
づ
く
り
で
す
。

　

ま
ず
、
旧
３
町
地
区
の
小
・
中

学
校
校
舎
耐
力
度
簡
略
調
査
事
業

の
実
施
な
ど
に
よ
り
、
学
校
施
設

の
検
証
等
を
行
い
、
良
好
な
教
育

環
境
の
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、

旧
市
町
間
の
格
差
等
を
是
正
す
る

た
め
、
小
学
校
施
設
整
備
事
業
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の

芸
術
文
化
学
習
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、

年
間
を
通
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

の
自
主
文
化
事
業
を
行
い
、
市
民

が
優
れ
た
芸
術
・
文
化
に
接
す
る

環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
７
月
に
供
用
開
始

を
予
定
し
て
い
る
「
か
の
や
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
」
は
、
日
本

一
の
規
模
を
有
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
拠
点

と
し
て
、
ま
た
全
国
の
グ
ラ
ウ
ン

自
然
を
守
る
た
め
、
輝
北
、
串
良

地
区
に
お
い
て
、
新
た
に
、
不
法

投
棄
防
止
対
策
事
業
を
導
入
し
、

全
市
域
で
実
施
す
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
、
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
を
推
進
し
、
資
源
循
環

型
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　

６
つ
目
の
柱
は
、
地
域
と
と
も

に
進
め
る
改
革
と
、
時
代
に
適
合

し
た
自
治
体
づ
く
り
で
す
。

　

私
は
、
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、

平
成
19
年
度
は
、
一
層
の
改
革
を

断
行
し
、
行
財
政
基
盤
の
強
化
・

確
立
に
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
鹿
屋

市
行
政
経
営
改
革
大
綱
」
に
基
づ

く
実
施
計
画
書
と
し
て
の
「
財
政

改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
着
実
な
実

ド
・
ゴ
ル
フ
愛
好
者
の
交
流
の
拠

点
と
し
て
、
県
や
全
国
レ
ベ
ル
の

大
会
等
を
開
催
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
た
交
流
人
口
の
増
加
促
進
に

努
め
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
場
」
は
、
平
成
20
年
10
月

に
、
全
国
健
康
福
祉
祭
、
い
わ
ゆ

る
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
の
会
場

と
な
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

５
つ
目
の
柱
は
、
豊
か
な
自
然

と
共
生
・
調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り

で
す
。

　

環
境
保
全
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
肝
属
川
の
ワ
ー
ス
ト
ラ
ン
ク

か
ら
の
脱
却
に
向
け
て
、
国
や
県
、

市
民
団
体
と
一
体
と
な
っ
て
、
河

川
水
質
浄
化
等
の
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
山
間
部
へ
の
ご
み

の
不
法
投
棄
を
防
止
し
、
豊
か
な

施
を
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
推
進
体
制
と
し
て
、

本
年
４
月
に
、
財
政
改
革
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
一
元
的
・
集
中
的
に
実
施

す
る「
財
政
改
革
推
進
室（
仮
称
）」

を
財
政
課
内
に
設
置
し
、
公
共
施

設
の
再
編
・
整
理
に
よ
る
効
率
的

な
運
用
へ
の
転
換
や
、
市
有
財
産

で
あ
る
遊
休
地
の
、
短
期
貸
付
や

売
却
、
さ
ら
に
は
、
事
務
事
業
の

抜
本
的
な
見
直
し
な
ど
の
取
り
組

み
を
進
め
、
各
年
度
の
財
源
不
足

を
解
消
す
る
と
と
も
に
、
歳
入
・

歳
出
構
造
の
見
直
し
に
よ
る
経
常

収
支
比
率
や
公
債
費
等
の
抑
制
を

図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
業
務
遂
行
に
当
た
り
、

不
祥
事
が
発
生
し
、
市
民
の
信
頼

を
損
ね
ま
し
た
こ
と
は
、
私
自
身
、

重
く
受
け
止
め
、
深
く
反
省
す
る

と
と
も
に
、
今
一
度
、
地
方
自
治

の
原
点
に
立
ち
返
り
、
全
体
の
奉

仕
者
で
あ
る
地
方
公
務
員
と
し
て
、

高
い
倫
理
観
と
使
命
感
を
共
有
し
、

真
に
鹿
屋
市
民
の
信
頼
に
応
え
ら

れ
る
職
員
像
、
職
場
像
を
構
築
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、「
鹿

屋
市
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
基
本
方

針
」
を
構
築
し
、
職
員
の
意
識
改

革
と
公
正
か
つ
公
平
な
職
場
環
境

の
確
立
を
目
指
す
と
と
も
に
、
大

隅
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
都
市
と
し
て
、

地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人

材
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

鹿
屋
市
の 

　
　
　
　
　

　
　

確
か
な
将
来
に
向
け
て

　

以
上
、
市
政
運
営
に
つ
い
て
の

所
信
の
一
端
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
地
方
自
治
体
は
、

こ
れ
ま
で
に
な
い
、
厳
し
い
時
代

を
迎
え
て
お
り
、
鹿
屋
市
に
つ
い

て
も
、
決
し
て
例
外
で
あ
り
ま
せ

ん
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
議
会

や
市
民
の
皆
様
と
共
に
、
さ
ら
な

る
改
革
に
取
り
組
み
、
行
財
政
の

基
盤
強
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
、

必
ず
や
、
時
代
潮
流
に
合
致
し
た
、

持
続
的
・
自
立
的
な
発
展
に
つ
な

が
っ
て
い
く
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
社
会
や

経
済
の
構
造
そ
の
も
の
が
変
革
し

て
い
る
、
こ
の
大
き
な
時
代
の
転

換
期
に
、
大
隅
地
域
の
発
展
を
支

え
る
拠
点
都
市
「
鹿
屋
市
」
の
舵

取
り
役
を
担
う
重
責
を
十
分
に
認

識
し
、
10
万
６
千
の
市
民
の
皆
様

が
、
郷
土
に
誇
り
を
持
て
る
、「
合

併
し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
」
と
実

感
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
誠
心
誠
意
、
全
力
を
傾
注
し

て
市
政
運
営
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
企
画
調
整
課
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施政方針

第一次産業の振興策を実施し、基幹産
業の基盤を強化します

産業振興の拠点として、４月にオープン
する鹿屋市産業支援センター

平成 19 年度に完成予定の鹿屋小学校
校舎（完成予想図）

７月にオープン予定の日本一
の規模を有する「かのやグ
ラウンド・ゴルフ場」

ワーストランクからの脱却に向けた取り
組みが進められる肝属川

平成19 年度施政方針特集
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